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１．概要（Summary） 

沸騰時の泡核生成，離脱を制御するための微細構造

を，ナノインプリントで作製する．通常の機械加工や

リソグラフィでは困難な形状が加工可能で，熱伝達率

を向上させるこれまでにない形状を発見する． 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置, 汎用 ICP エッチング

装置 
【実験方法】 
高速大面積電子線描画装置を用いて酸化膜付き Si

基板上に電子ビームレジストをパターニングし，反応

性イオンエッチング（RIE）を用いて酸化膜を貫通さ

せた．次に酸化膜をマスクにして，KOH で Si を異方

性エッチングした．正方形のマスクから逆ピラミッド

形状の Si が作製できる．これを原版にしピラミッド

形状の Ni 電鋳型を作製した．これを用いてアルミニ

ウム表面に逆ピラミッド形状を転写した（Fig. 1）．ま

た，90℃の純水に 10 min つけることで，ベーマイト

と呼ばれるナノ構造を作成する（Fig. 2）．これらのパ

ターンの組み合わせ 4 種類（A,B,C,D）について，3M
製フロリナート FC-72 を冷媒として沸騰実験を行い，

沸騰曲線を比較する． 

 
Fig. 1 Process flow for Ni mold 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig. 3 が得られた沸騰曲線であり，ベーマイト＋イ

ンプリント，インプリント，ベーマイト，パターン無

しの順に沸騰時の熱流束が大きかった．沸騰核生成，

泡の成長・離脱の促進にそれぞれベーマイトとインプ

リント表面形状が寄与していることがわかった． 

 

Fig. 2 Imprinted and boehmite pattern. 

 

Fig. 3 Heat transfer curve for patterned aluminum 
surfaces. 
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